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写真上 :新型コロナ感染防止か
ら4・ 5月 中止 となった党定例
街宣を6月24日再開、宮田代表
武本幹事長がマイクを持ち、こ
の間の国会情勢、コロナ対策に
ついて報告、訴えた。

写真下 :同 じく6月27日、再開
した市民と立憲野党の合同宣伝

梅
雨
入
り
後
、

雨
が
中
体
み

と
な
っ
た
６
月
９

日
夕
、

岡
出

駅
前
で
、

戦
争
さ
せ
な

い

。
９

条
壊
す
な
―
総
が
か
り
岡
山
が
、

街
頭
宣
伝
を
行
な
っ
た
。

こ
の
間
、

新
型

コ
ロ
ナ
禍

で

「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
全
県
対

象
に
発
出
、

外
出
自
粛
と
体
業

要
請
な
ど
、

国
民
生
活
は
大
き

な
制
約
を
受
け

て
き
た
。

党
県

連
合
は
４

・
５
月

の
街
頭
活
動

を

一
部
見
送
り
、

電
話
相
談
な

ど
を
中
ｂ
に
活
動
し
て
き
た
。

１
９
日
の
岡
山

の
行
動
に
は

市
民
、

団
体
、

政
党
な
ど
か
ら

２
０
名
が
参
加

し
た
。

５
人
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー

で

「
憲
法

の
生

き
る
権
利
も
、　

コ
ロ
ナ
禍

の
自

粛

・
体
業

で
仕
事
や
住
む
所
さ

え
脅
か
さ
れ
て
い
る
」

「
国
会

平
和
推
進
岡
山
市
民
協
議
会

は
、

６
月
２
６
日
～

３
０
日
、

岡
山
市

エ
キ
チ
カ
広
場
で
岡
山

空
襲
写
真
パ
ネ

ル
展
を
開
催
。

市
立

「
岡
山
空
襲
展
示
室
」

資

料
を
市
民
協
議
会
が

公
開
展
示
。

「
戦
後
７
５
年

の
節
目
の
年
、

市
民
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
争
を
知

ら
な

い
な
か

で
、

６
月
２
９
日

の
岡
山
空
襲

の
惨
禍
を
ど
う
語

り
継
ぐ
か
が
問
わ
れ

て
い
る
」

と
、

毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
６
日
、

関
会
セ
レ
モ
ニ
ー

は
、

　
一
分
間

の
黙
と
う
に
続
き
．

大
石
利
昭
理
事
長
が
あ
い
さ

つ

「
戦
争
で
亡
く
な
る
の
は
兵
士

で
は
な
く
多
く
は
市
民
だ
。

こ

の
事
実
を
写
真
展
が
伝
え
て
い

る
。

先

の
反
省
に
た
っ
て
戦
争

を
し
な
い
憲
法

の
糟
神
は
希
望

の
宝
と
な
っ
た
」

と
、

写
真
展

を
続
け
る
意
味
を
訴
え
た
。

欄
で
、

新
型

コ
ロ
ナ
は

感
染
拡
大
に

「
情
度

し

な
い
」

「
国
境
を
持
た

な
い
」

と
言
っ
て
き
た
。

そ
れ
に

は
や
や
修
正
が
必
要
か
も
。

感
染

者
数
や
死
亡
者
数
に
、

あ
る
特
徴

が
報
告
さ
れ
て
い
る

▼
ア
メ
リ
カ

の
人
種
差
別
抗
議

の
デ

モ
の
背
景

に
は
、

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
か

ら
見
る
社
会
構
造

の
問
題
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。

ネ
ツ
ト

の
孫
引
き

だ
が

「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
」

紙

は
、

黒
人

の
感
染
率
と
死
亡
者
数

が
他

の
人
種
と
比
べ
て
突
出
し
て

高

い
こ
と
を
報
じ
て
、

そ

の
理
由

を
経
済
格
差
に
よ
っ
て
い
る

▼
貧

し
い
層
が
多

い
黒
人
は
保
険

の
末

加
入
者
が
多
く
、

生
活
地
位

の
医

療
体
制
も
弱
い
。

持
病

の
基
礎
疾

患
が
多

い
な
ど
奴
隷
制
度
に
さ
か

の
ぼ

る
歴
史
に
も
由
来
さ
れ
る
と

い
う
。

ま
た
仕
事
内
容

（
現
場
従

事
）

や
住
宅
問
題

（
密
な
集
合
住

宅
）

な
ど

の
格
差
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る

▼
コ
ロ
ナ

「
収
束
」

の
キ
ー

ワ
ー

ド
が

「
３
密
」

や

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ
イ

ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
て
も
、

経
済
効
率
が
絶
対

の
都
市
集
中

の

見
直

し
ま

で
ど
う
踏
み
込
め
る
か
。

コ
ロ
ナ
後

の

「
新
し
い
社
会
」

の

テ
レ
ワ
ー

ク
や

リ
モ
ー

ト
飲
み
会

は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
。

（
の
一

コロナ禍の 「緊急事態宣言」解除で、街中に
人の動きが少しもどりつつある岡山駅前で、
総がかり行動に参加のみなさん 6・ 19岡 山

を
継
続
し
、

国
民
の
声
に
機
敏

に
応
え
る
の
が
政
治
だ
」

と
訴

え
た
。

社
民
党
も
野
崎
副
代
表

が

「
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
医

療
現
場
に
は
自
己
責
任
を
押

し

付
け
、

自
粛
や
体
業
と
保
障
は

一
体

で
あ
る
べ
き
経
済
支
援
が
、

一
部

の
企
業
に
は

「
特
需
」

と

な
り
、

ま
さ
に

「
強
盗
」

と
し

か
お
も
え
な

い
こ
と
が
起
き

て

い
る
」

と
、

不
透
明
性
を
徹
底

し
て
正
す
よ
う
訴
え
た
。

ま
た

「
緊
急
事
態
条
頂
」

の

改
憲
発
言
を
批
判
、

同
じ

「
緊

急
事
態
宣
言
」

で
も
安
倍
改
憲

が
危
惧
さ
れ
る
。

国
民
が

い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
り
、

頑
張
っ

て
い
る
な
か

で
、

火
事
場
ド

ロ

ボ
ー

的
な
改
憲
発
言
と
厳

し
く

批
判
し
た
。

が

い
う
改
憲

の

緊
急
事
態
は
、

憲
法
を
停
止
し

「
隠

ぺ
い

・
解

釈
変
更
、

改
ざ

ん

・
ウ

ソ
」

が

公
然
と
ま
か
り

通
る
よ
う
な
独

裁
的
な
政
治
に

つ
な
が
る
こ
と

ん緑たか語嘉
し り ¬ ら り 後
た 返 空 答 継 7
市 し 襲 え ぐ 5
民 波 は る 意 年
は 状 警 ¬ 味

｀

逃 攻 戒 6は 多
げ 撃 警 ・ど く
惑 を 報 2こ が
う 受 も 9に 戦
し け 発 岡 あ 後
か た 令 山 る の
な 市 さ 市 の 記
か 街 れ 民 か 憶
つ地 な 平

°
し

た は い 和 そ か
L猛

う 祭 の な
火 ち

L問
い

に に が い 世
チ つ 始 今 か 代
ラ つ ま 年 け に
シ ま り も に

｀

よ れ ^関 真 戦
り

｀
略 か 正 争

(混
Vれ

面 ヮ

6。29岡山市民平和祭の開会であいさ
つする大石理事長(左端)。60点を超

える写真・焼夷弾レプリカなどを展示。

党県連含活動日誌
6/2 平 和推進協 岡 山市と懇談 (武本)
6/17 佐 与谷川産廃処倉場裁判
6/18 平 和推進協運営委
6/19 総 がかリ マ ツキヨ前
6/24 党 定例街宣 マ ツキヨ前

′'  さ よなら原発実行委 (武本)
6/26 6・ 29市 民平和祭 (～6/30)
6/27 市 民と野党の意見交換会

,,   同  台 同宣伝 マ ツキヨ前

総選挙支援カンパのお願い
口座記号番号 01270-0-5144

日座加入者名 社会民主党岡山県連合

※2次集約 コロナ問題のため延長し継続中

定
例
学
習

口
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

７
月
４

日

（
第
２
央
）

弓
之
町

「
時
事
問
題
懇

７
月

３‐
日

（
月
末
金
）

※

コ
ロ
ナ
状
況
で
予
定
変

い
す
れ
も
岡
出
社
会
文

８
時

本
蚕
」

８
時

あ
り

会
館

こ
葬
内

義等
幕
盤盆理繋
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会はリモート会議で行なわ

れ、現地集会はありません

被爆75周年の原水禁岡山平和
行進、広島引継ぎ式は中止とな
ります。

7/25(土 )17:00～
市民と立憲野党の合同宣伝
マツキヨ前

7/19(日 )総 がかり行動
7/22(水 )党 定例街宣
※マツキヨ前 18:00～


